
安全対策がされた、通学路。危険箇所の確認

 整形外科学会でも心配されている運動器症候群
（国内に変形性関節症：膝 2530 万人腰 3790 万
人、骨粗しょう症 1710 万人と言われている。）の市
民への啓発（講演会や学習会）の開催をお願いし
たい。

　　　健康寿命の延伸に重要であり、議員ご提案の市民
への講演会や関係者の学習会に努めていきます。

　　　市民への健診の充実で、人間ドック受診の３年刻
を２年に一度（出来たら奇数年又は偶数年でわか
りやすく）に出来ないかお尋ねします。

　　　受診機会の拡大につながるが、健診体制や受診
者数と費用の確保等の課題に、前向きに検討し
ます。

　　　昨年もお願いしました健康遊具（国土交通省の調
査、全国で 20,500 台余で年々増加の傾向）の設
置。天草市に健康遊具モデル公園の設置をお願
いします。

　　　公園を生かした健康遊具の設置利活用は、効果
があり、ハード面とソフト面を併せて検討を行い
ます。

　　　11ヘクタールと広大な大矢崎緑地公園。利用者も
日常的なジョギングやウオーキング、キッズサッカ
－やグランドゴルフ大会と利用されていますが、ト
イレが一箇所で、大変困っていると聞きますが、ト
イレ増設等と有効活用できないのか、お尋ねし
ます。

　　　年間を通じてご利用いただいており、健康増進や
親睦融和に役立っている。利用者からの要望は、
施設所有者の熊本県へ要望し利便性向上に努め
ます。

　　　ボランティアポイント制については、県下でも先駆
けた取り組みで高く評価しますが、介護関係以外
の社会貢献活動への取り組は出来ないのかお尋
ねします。

　　　健康運動に参加するポイント制、観光ボランティア
や清掃ボランティア等の社会貢献活動のポイント
制が考えられる。多くの市民が参加・活動される、
より効果的な制度を研究したいと考えております。

　　　
　　　畜産振興につきましては、各種支援を頂いており

お礼を申し上げます。天草は遠隔地で、遠隔地支
援として天草・熊本間の輸送費等の支援による、
購買者の参入は出来ないのかお尋ねします。

　　　離島には国の支援があるが、天草は該当しない。
今後、関係団体と協議をしていく。

　　　市長は、来春任期を向かえられます。引き続き天
草市政運営を続けて頂きたいと思いまが、今後の
政治活動をどうされるのかお尋ねします。

　　　この８年間全身全霊を注ぎ、市政運営に傾注して
まいりました。１００年後を見据えた持続可能な天
草市を創るため、今やらねばならない事、「少子高
齢社会と人口減少への対応」等重要案件を、引き
続き天草市発展のため、市民の皆様と協働で市政
運営行いたいと考えます。

（3）平成26年1月15日楠 本 ち あ き 市 政 だ よ り（2）

一般質問12月議会報告
平成25年１２月３日（月）～１２月２０日（金）までの１８日間

総額545億90,680千円

平成2５年度　一般会計　補正予算（第５号）
９億71,436千円を追加

★運動器症候群
　（ロコモチブシンドローム）について

市民の健康対策
　天草市の取り組みについて

ボランティアの
　　ポイント制について

畜産振興について

市長の今後の政治活動について

通学路の安全対策

★健康診断（人間ドック）について

★公園への健康遊具の設置について

★大矢崎の緑地公園について
熊本県本部より講師を招聘して開催しました。一般参加
者約５０名にスタッフ２０名の計７０名で、世界のフォー
クダンス（中国・イスラエル・アメリカ・ボリビア・ポー
ランド・スウェーデン）を楽しみました。

昨年、天草中央ロータリークラブ（尾崎國幸会長）
に入会し奉仕活動等に活動中です！！
11月例会で、ロータリークラブの米山記念奨学制
度で、ルワンダから熊本大学に留学されているンダ
ギジマナ・ジャスティン君による卓話が開催されま
したのでその内容を紹介します。
●ルワンダは、中部アフリカに位置する共和制国
家。男女共同参画社会の先進国で、全ての機関の
女性の割合は３０％以上と言う事で、衆議院での
女性の割合は６５％となっているそうです。

●言葉は：キニアルワンダ語（例／おはようござい
ます：ムアラムツェ、さようなら：ムラベホ、あり
がとうございます：ムラコゼ）。
●割り勘の習慣がないそうです。誘った人が払う。
※日本に来て食事を誘われ、帰る時支払い（割り
勘の催促）で大変困った経験があるそうです。

●悲しい出来事もあったそうです。（ルワンダ虐殺：
1994年フツ族過激派による、ツチ族及びフツ族
穏健派の虐殺で８０～ 100 万人近い人が殺害
された（ルワンダ全国民の10～20%）その中に
は、ンダギジマナ・ジャスティン君の両親も…）

みんなで楽しく
“フォークダンス” 集いの開催

ルワンダ共和国のンダギジマナ
ジャスティン君と国際交流

開会式で挨拶

※補正予算（第５号）歳出の主なもの
○地域振興費
　・コミュニティセンター管理運営事業 11,144千円
　　（平成25年４月1日からのコミュニティセンター
　　　指定管理に伴なう施設整備経費）
○林業振興費
　・有害鳥獣捕獲対策事業 28,000千円
　　（捕獲頭数の増に伴なう報奨金の増）3,500頭分増の
　　本年8,000頭の捕獲を予定　
○観光費
　・観光イベント実施事業 2,916千円
　　「ふるさと祭り東京」での牛深ハイヤ祭りＰＲ活動に伴なう補助金

ンダギジマナ・ジャスティン君
５年の研修後、母国ルワンダに帰国
し、太陽光エネルギー関連の仕事をす
るのが夢だそうです。

ルワンダには、マウンテンゴリラが世
界の３分１が生息。観光収益の９０％
に貢献しているそうです。

と　き：平成2５年12月1５日㈰
ところ：天草宝島国際交流会館“ポルト”

水俣会場での、天皇皇后両
陛下放流の中継映像視聴
後、牛深会場でも（マダイ・
ヒラメ・イサキ）等の放流を
参加者 700 名で行いまし
た。会場には、大会キャラク
ターのくまモンも登場して、
花を添えました。

第33回 全国豊かな海づくり大会
～くまもと～  放流事業開催

魅力いっぱいのくまモンと

期日：平成２５年１０月２７日（日）
場所：牛深漁港（天草市）他

地域住民の指摘による、通路脇側溝の点検。
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